
農 業

教科「農業」の教育課程の編成

基本的な考え方

農業に関する学科の教育課程は、農業を核とした本道産業における将来のスペシャリ

ストを育成するため、次のような基本的な考え方により編成する必要がある。

ア教科「農業」は、農業の各分野を得意とする社会の形成者の育成をねらいとしてい

ることから、専門性の基礎・基本の確実な定着、自己教育力の育成、個性の伸長を図

る必要がある。
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イ学科目標と教育内容の明確化、構造化を図ることが大切である。

目標の明確化・構造化 食料供給分野を得意とする

社会の形成者を育成する。

内容の明確化・榊造化 農業の充実と社会の発展を図る主体性

・科学性・創造力・実践力を養う

農業

・科

作物

知識

の生産と経営に関する

と技術を習得する。
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学校設定科目

(補完的な科目）

￣ 
専門的な分野の科目

(専門的な科目）

各分野に共通な科目

(基礎的な科目）

(原１１１１履修科目）

｢農業」以外の聯l'`}科目
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ウ将来のスペシャリストに必要な能力と専門性の基礎・基本を明確にすることが重要

である。

寵・】謹刀

(2)配慮すべき事項

ア農業の小学科においては、専門教育に関する各教科・科目について、すべての生徒

に履修させる単位数は、２５単位を下らないこと。

イ多様な教科．科目を設け、小学科の枠を越えて生徒が自由に選択履修することがで

きるよう配慮すること。

ウ「農業情報処理」の履修をもって、必履修である普通教科「情報」の科目「情報Ａ｣、

「情報B｣、「情報C」の履修に替えることができること.

エ「課題研究」の履修をもって、「総合的な学習の時間」における学習活動の￣部又は

全部に替えることができること。

(3)特色ある教育課程の編成
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作物管理能力 ､關F海罷ｦ〒
－－ 

経営管理能力
－－ 

労務管理能力 ｜企画開発能力

【知識】【技術】【知識・技術】

Ｆ厭一予言~環~境可 －＞ ｢調FiT訂iiI客:~ｶﾞi王~:~矛iN11 －う 「W墓~腎丁
観察・記録栽培管理経営管理

【能力】 唾

農業科学科
１年

２年

３年

共通

酪経

国語総合
同譜表魂Ｉ 国語総合
国鏑表現、 世界史Ａ

一日Ｐ』Ｌｕ，△・■ロ■ 数学Ｉ
地理Ａ 理科総合Ａ
体育 課題研究

理科総合Ｂ 体育 保健 芸術
体育 英語Ｉ 総合実習
作物

野菜
爾産

ＣＣＩ 
作物
植物
バイオ

動物
バイオ

家庭韮礎
Ｆｉ 

－１１ 

農業経済

農業

科学

基礎 総合実習
農業

情報

処理 帝産
野菜

重ＨＥ皇 農業経済 選択Ａ 選択Ｂ
選択Ｂ 選択Ｃ 選択， 選択Ｅ

ＬＨＲ 
ＬＨＲ 
ＬＨＲ 

食品科学科
１年

２年

３年

国語総合 現代社会 数学Ｉ 理科総合Ｂ 体育 保健 芸術 ＣＣＩ 家庭基礎
農業

科学

基礎 総合実習
農業

情報

処理 食品製造 ＬＨＲ 
図鑑表魂Ｉ 国語総合 地理Ａ 理科総合Ａ 体育 英語Ｉ 総合実習 食品製造 食品化学 微生物基礎 農業経済 選択Ａ 選択Ｂ ＬＮＲ 
図譜表現、 世界史Ａ 体育 課題研究 食品製造 食品化学 微生物錐鍾 農業経済 選択Ｃ 選択， 選択Ｅ 選択Ｆ ＬＨＲ 

生活科学科
１年

２年

３年

共通
流通

国語総合 現代社会 数学Ｉ
図譜表現Ｉ 国語総合 地理Ａ 理科総合Ａ
刷耐表現Ⅱ 世界史Ａ 体育 課題研究

理科総合Ｂ 体育 保他
体育 英語Ｉ
野菜

植物
バイオ

農業
経営

芸術 ＣＣＩ 
総合実習

野菜

草花活用

農典･且
村ライフ

家腿基礎
農業

科学

基礎 総合実習
農業

情報

処】堅 草花活用
草花
活用

農経 業営 農業経済 選択Ａ 選択Ｂ
農業経済 選択Ｃ 選択， 選択Ｅ 選択Ｆ

ＬＨＲ 
ＬＨＲ 
ＬＨＲ 
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HIP塀

注：芸術＝「汗楽Ｉ」、「焚術Ｉ」、「書道Ｉ」から選択脳修
農業科学科農経＝農業経営類型、酪経＝酪農経衡甑型
生活科学科閲芸＝圃芸科学類型、流通＝流j､科学ｌｕＩｌＭ
時1Ⅲ削外の「総合災習｣＝放課後実習、宿泊実習、長期休業01jの英習等
ゴシック体＝学校般定科ロ

選択科目＝Ａ～Ｆの各科目群からｌ科目選択胆修
「植物バイオ｣＝「杣物バイオテクノロジー」
「動物バイオ｣＝「助物・微生物バイオテクノロジー」
「総合学習｣＝「総合的な学習の時IHI」
就業体験＝５B11Uの実習（位置付け：２年「縫合的な学謝の時Ⅲ!｣）
産業現場実判＝５，１１１】の実習（位置付け：３年の「裸Ru研究｣）
点線の「縫合的な学澗の時|M1」又は「課題研究」は登校ｕにBlilm削内で
実施

囿
囿
圖
囿
回
囿

ア学校設定科目として「農業・農村ライフ｣、「草花活用」などを履修させることが考

えられる。

イ「総合的な学習の時間」を「課題研究」で代替することができる。

ウ「総合実習」を時間割外で行うができる。

エ「農業経営｣、「植物バイオテクノロジー｣、「動物･微生物バイオテクノロジー｣、「農

業機械」などを選択科目とすることができる。

オ栽培又は飼育については、「農業科学基礎｣、「作物｣又は｢畜産｣、及び｢総合実習｣の

３科目で学ぶことになる。

力経営については、「農業経済｣、「作物」又は「畜産｣、及び「総合実習」の3科目で学

ぶことになる。

２「農業科学基礎」の指導計画と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

ア「農業科学基礎」の履修単位数については、「総合実習」の履修単位数とのかかわり

を考慮して、次の例1から例4などが考えられる。

例１

例２

例３

息垂科学延礎又は現地科学基莅

－７３－ 

選択科目
２年

２年
３年
３年
３年
３年

選択Ａ

選択Ｂ

選択Ｃ
選択，

選択Ｅ
選択Ｆ

農粟

数学

農業

経営

草花

活用

物理Ｉ
食品

流、

農典

英語

股業

経徽

食品

流j、

百人
一首
の世界 現代史

凪典

気象

物理1１
農業

機械

農粟

数理

農業

経営

草花

活用塾

学年
農業科学選麗ＸＩｊｍ朔禅避礎

時ⅡUWll内

総合実習

時間割内 時間割外

採迎研究

時Ⅱ１１削内

単位数

合計

プロジェクト学習を

腿IlIlする主な科目

１ ３ ２ １ ６ 農業科学基礎又はEW境科学基礎

２ ２ １ ３ 総合実習

３ １ ２ (1) ３－４ 課皿研究

合計 ３ ７ ２－３ 

学年
農剰禅聖鹿xlilNl塊枠耀圏

時Ⅲ割内

総合実習

時間割内 時間割外

探題研究

時1ⅢMll内

単位数

合計

プロジェクト学習を

展開する主な科目

１ ５ １ ６ 農業科学礁礎又は珂境科学基礎

２ ２ １ ３ 総合実習

３ １ ２１（１） ３－４ 課題研究

合計 ５ ５ ２－３ 

学年 函W5E1蕊瓦雨Ni雨唾i訂
時ⅡI]削内

総合

時111]割内

実習

時間割外

課翅研究

時111】削内

単位数

合計

プロジェクト学習を

隈ＩＨＩする主な科目

１ ４ ２ ６ 良糞科学蝶礎又は珂塊科学基礎

２ １ ２ ３ 縫合実習

３ １ ２ (1) ３－４ 課191研究

合計 ４ ４ ４－５ 
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例４

（ただし、商度な技術の定荊を図る産業現場爽判を災砲する場合は「研究探題」に位冠付けることができる。また、１．２
年次に就業体験を実施する場合は「総合的な学刊の時HII」に位置付けることができる｡）

イ指導計画の作成に当たっては、内容の(3)「農業生産の基礎」の展開を中心に指導計

画を作成することが望ましい。内容の(3)では、内容の(2)「農業生産と栽培環境」の学

習を基礎に、内容の(4)で学ぶプロジェクト学習法を用いて、各学科の特色に応じた農

業生産の育成について体験的、探求的に学習が展開できるよう指導計画を作成するこ

とが大切である。

(3)股業生産の基礎

ア農業生物の栽培・飼育イ農業生産物の利用

ウ農業生産のiil-画・管理・評価

殺培･飼育､加エ･利111と生鷲の計画･ｉｆ理・評価の基本的内容

(2)農業生物と栽培環境

ア農業生物の特性

一E-7￣莪蔦扇更ﾗﾗ要素

境

要素
(4)股業学習と学校農業ク

ア農業学習の特質

一亡~７－孑石~ﾗＺ－アト学

(4)股業学習と学校農業クラブ活動

ア農業学習の特質

一亡~７－孑石~ﾗＺ－アト学習艮錘物の生融馳な馳鱗EMHの識とそhらの極雛鋤馳鱗EMHの識とそhらの極雛

ウ学校農業ク学校農業クラブ活動ウ

(1)農業と人１１１１生活

ア農業と食料供給イ農業と環境保全
麟蝿の繍､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ鞠の勘力､露ｸﾗﾌﾞ鰯の蛾施

ウ農業の多面的な役削

食料の生産･供給､環境保全･ｉｌ造､保健休猫の

提供等の役割と人間生活との関係

ウ内容の(3)のねらいは、栽培、飼育やその生産物の利用に関する基礎的な知識と技術

の仕組みを理解させ､プロジェクト学習に主体的に取り組む意欲を醸成するとともに、

科学的な見方と実践力を育成するものである。また、プロジェクトの実施を通して、

栽培や飼育の計画・管理・評価の方法を習得させることもねらいとしている。

(2)内容の取扱い

ア内容の(1)については､生徒の食生活や地域農業の実態などの具体的な事例を通して、

良質で安全な食料の供給、国土・環境の保全、農業生物などを活用した対人サービス

などの農業の多面的な役割について学習させること。また、農業が人間の生活と生存

に深くかかわっていることや経済的、社会的、文化的な側面で果たしている役割につ

いて理解させるとともに、農業と農業学習に関心を持たせること。

イ内容の(2)及び(3)については、農業生物の育成に関する実験・実習やプロジェクト学

習を通して、農業生物の生理・生態的な特性と栽培環境の要素に関する基礎的な知識

を習得させ、農業生物の特性と栽培環境が相互に関係していること及び栽培環境の各

要素が相互に関係していることを理解させるとともに、科学的な見方や実践力を育成

すること。なお、地域農業の実態や学科の特色に応じて、題材として適切な農業生物

を選定すること。

ウ内容の(3)のアについては、学科の特色に応じて、栽培又は飼育のいずれかを選択し

て取り扱うことができること。

－７４－ 

学年
艮剰桴聖礎xli現境i桴1鰻

時間割内

総合実習

時間割内 時lIIlMll外

課題研究

時lIIl割内

単位数

合計

プロジェクト学習を

展開する主な科目

１ ６ ６ 農鍾斗学基礎又は】Nl境科学基礎

２ ２ １ ３ 総合突刊
３ １ ２ (1) ３－４ 課題研究

合計 ６ ４ ２－３ 
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３指導計画の作成

（１）科目「農業科学基礎」の指導計画（例）

－７５－ 

学期 jＩ 辺数 指弊】I［ lAI窓一薊ロ 桁ｉＨ【ＩAｌ汗

予定

時牧

３１１t位

佃意１ｆＪＨ

期

後期

鯵Ｉ

｛ひ

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

1２ 

２ 

３ 

２ 

４ 

J1 

３ 

ウ』

４ 

①】

４ 

３ 

２ 

３ 

２ 

良典の学び方

農業基礎の学び方

プロジェクトの進

め方

カボチャと1ＩＦ注と

11t培現塊

汀過程

,Ｍ１帆特性と選定

fnli 

意見発斐'二ついて

川]暢準ｌＩｉｌ

定械

枇培苛理

技術亜技について

鰹培?f理

荊将虫防除と障害

采

収桓

カボチャの柵jilプ

ロジェクト学FWの

まとめ

プロジェクト発表

プロジェクト学葡

の今後の池め方

わが国の農業の現

状と役ilRl

－ア

ーア

－ア

(1)－ア

(3)－ア

－イ

(4)－イ

(2)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

(2)－イ

(3)_ア

(2)－イ

(2)－イ

(3)－ア

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

－ウ

ーウ

(2)－イ

(2)－イ

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

(2)－イ

(2)－イ

(2)－イ

(2)－イ

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

－ウ

(1)－ウ

(,I)－ウ

(`l)－ウ

(2)－イ

(2)－イ

(3)－ア

(3)－ア

(2)－イ

(3)－ア

(3)－了

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－ア

3)－イ

3)－ウ

:ﾘーウ

4)－イ

－イ

(`I)－イ

(2)－ア

(1)－イ

(1)－ウ

ガイダンス

学校農場と挙習麓設の]し学

農業学iWの進め方

i;I学することの面l:】さと実験災洲の心榊え

生産技術の凌遷と良案41:産の技術課題

カボチャをHHIｲとしたプロジェクト学習

紀録簿のi肥入の仕方

観察の方法、千噸、ild録の仕方

北鯉近のカボチャ叙培と用途

111荷状況と産地

鵬尤・怒柤反応、.P１２壌適噸Ⅱ：

農業MlIlI学謝（ロ英比陵）

生汀ステージ、・栄養成怪と11邑殖成腫

農業lIliMWh制（ロ英比校）
仙培）Ⅱカボチャの分】、

成熟日数と酎摘性.･品観別jl】途

展粟jⅡ識学詞（ll英比較）

筑象畏瀦とiIf利、・光合成とnIi吸

発芽のしくみ（光・沮庇・水）

二l:鰹を栂皮する６の

播髄床の瓶１，

床上の性弧（物理性、科学住）

肥料の成分と特性、・施肥阯卸111とＭｉ肥

農業資Iｲ、・敵子と播種の方法、

鉢土作Ｉ)と鉢上げ、・育苗符珊のポイント

生存と奴蝦刑在、・土壌の化学的性llIl
観察、スケッチ、・農業jKI31I雑習

煙兄発変の睨明｝:確剥

原稿執兼の茄皿点と緋き方

肥料のFIWIと旙肥の方法

瞳厘趾算111の垂木

輸尼

H1粒榊迩

勝うんと土MH孵造

微生物のI±たらき

鍵分と11;物栄養、・現境制御

マルチフィルムの性慨

マルチングのＩＥＩ的と方法

定Wiと譲りＬ・農粟'11語とjhiW（11英比鮫）

ＩＩＬ植密庇と定Iiiの方ｉ

農業)M柵軟謝

換気と纏凹資材の除斐

誘；Ｌ整伎．除jWi

211行調在、飢察、スケッチ

農業、ＭＩＩ学iＷ（ロ英｣上校）

技術亜技の醜明と迩躯

農業鐙定匝批の説Iﾘlと学習法

鑑定学制ノートの｛1:り方、まとめ方

農業鑑定学1Wの進め方

椎蕊の鰍lU1と答や除取の効来

１１１１花と受粉（人工文IEの方法）

茄化と摘外L、・雌か調轟、肌察、スケッ･卜

農業llliHi学刊（冊英｣上較）

ｿ荊薔虫と農薬、・展薬の使い方

外INIとコルク化

1121T潮流、ｉｌＬ

農業用31i｣上使

察、スケッチ

(日英比皎）

釆爽の厘大のしくみ．・収贋適期の回安

収穫の方鵬．・キュアリング

収穫、収H(調益、スケッチ

農業lIWi学習（ロ英1上核）

カボチJrの燗jMと鋼魂爽需

カボチャ Ⅲ喘のまとめ

レポートＩ1§咳

班ごとにI戊呆発表

２年次のプロジェクトの進め方

地域課皿の把握と諏阻解決の方棚：

展醒の将測

農業の分Ｔｌと主な役制

税がロ展難の特色と助IliJ

２ 

３ 

①』

２ 

２ 

J１ 

⑪』

４ 

リ』

１ 

２ 

９ 

６ 

６ 

1２ 

９ 

６ 

９ 

６ 

・農業の71F分野の邨入の科11

であることから、職培を通し

て農業学刊と展業衿分野への

Ｂｉ心、意欲をT『てる工夫を-1.

ろ。

･プロジェクト学制法がI11jlu

解決能力の伸援にｲi効である

ことや、１１:徒が主体的、idi櫛

的に学判を股lIllしていくこと

をfl並さ･せる。

･農寵クラブは生徒が自主的

に農業学靭を進めるための組

織であること、科学性、社会

桧、オ１１｢郡性を存てる活動であ

ることを理解きせる。

・農業11:物と栽培珂椀の学洲

を基艶'二゜プロジェクト学洲

法をｊＩｌいた、農藁生物の行成

に関する学寄をj、して、栽培

や生廠物の利jllの雅礎的な知

議と技術を謡1ﾘさせ、絃培過

鵜とljL術の仕組みについて理

解させ、プロジェクトに『1兆

的に取llIc意欲をY7てる。

･農業11:物の汀成に111Ｉする典

験・災刊を通して、生理・州ｉ

鰹と蛾啼瑚境の鵯堕的な知識

を習獅させ、生77と珂境の各

饗紫がｲn瓦にINI係している二

とを理解させるととい二、農

業生物の行成の調節に関心を

持たせる。

.{５ｋ1,1個位を高める活jlI法や

加工についての飛髄的な知識

と技lIiiを瀞14させる．

･農薬nK産にDMする認1Kgの識

定､計imiの作成.悴魂と観察.

記録の方法、まとめと分析の
方法、反窃・評伍及び発斐の

方法をiH1\ぎせる。

・農業が人'111生活と生存に深

くかかわっていることや経済

的、枇全､(j、文化的な閲而で

果たしている役銅を理解させ

る．
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(2)科目「総合実習」（１学年）の指導計画（例）

内容一n｢111(1)農業の芥分野に'１１Ｉする総合的な学洲（ア平Ⅲ技術総合実刊、イ総合笹理総合典習）

(2)農業の産業別對拠刊等における総合的な実習（ア専rl技術艶合尖謝、イ縫合符理縫合突習）

(3)学校展桑クラブ活動（アＷ門分会摘釛、イ各槻発表・技術瞳技）

４質疑応答

問１「農業科学基礎」や「環境科学基礎」においてプロジェクト学習法を用いる場

合の留意点は何か。

「農業科学基礎」と「環境科学基礎」は、農業の各分野の学習への導入を図る基礎的な

科目であることから、プロジェクトの学習課題がすでに定められていることが多い。従っ

て、プロジェクトに入る前の学習やプロジェクトの初期段階において栽培や飼育などの面

白さを存分に体感させ､プロジェクトの学習課題を自分のものにさせることが大切である。

そのためには、次のことを念頭に置いて指導の工夫をすることが大切である。

（１）生徒は新たに学んだことが既有の知識と合致しない場合に好奇心を刺激される。

（２）生徒は多少の困難があっても学習の目処が立てば意欲的に学習できる。

（３）生徒は共同したり競争したりする場面が適度にある方が意欲的に学習ができる。

（４）学習の仕方がわかり､進め方をある程度任された方が生徒の学習意欲は持続できる。

－７６－ 

学期 月 迎数 術i11項目 内容一Ｊ１ＩＩＩ 指ｊ印内容

予雄

町lfiNII

2111位

時数

Bi間ｌＮｊｌ

1単位

価意事項

伽期

役期

４ 

ＦＤ 

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

１２ １１ 
１ 

２３ 

２ 

４ 

４ 

３ 

２ 

４ 

２ 

４３ 

２ 

３２ 

展業の学び方

プロジェクト学刊

の進め方

歸
育苗

意見発淡

[､場iＭｉＩ

定柧

栽培符理

技術匝技

栽培ff理

滴害虫防除と佃押

采

収種

調理・加工

プロジェクトのま

とめ

プロジェクト発糞

次年度のプロジェ

クト3fｎｉ

(1)－ア

(1)－ア

(3)－ア

(3)－イ

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－イ

(3)－イ

(1)－γ 

(1)－イ

－ア

(1)－ア

(1)－ア

(3)－イ

(1)－ア

(1)－イ

(2)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(1)－イ

l)－ア

(1)－ア

(1)－ア

(3)－ア

(3)－ア

(3)－７° 

(1)－イ

(1)－イ

ガイダンス、学校農鰐の活11】法

カボチャを廻材としたプロジェクト学習

記坤耐の書き方、観察の仕方

離校農業クラブの目的、三大行率

播抓床の準伽、発芽の仕lllみ

床上の性質、肥料の成分と特性

塘肥litの算出とＭ２肥、農業資材

種子と播種の方法、鉢上げ

醜醗、スケッチ

放課役突習（fWIWf型等）

･クラス近見発表大会､学１１意jL発表大会、

校内近見発表大会

・土塊賎度、施肥皿仰出と姉肥、耕鮭、マ

ルチング

･放課ijl実習（1,鵯単価等）

栽培密度、定IUiの方法

換気、被劉資材除去、蹄91と整枝

除峨、生育調症、観察、スケッチ

良案匿定学習、校内技術飽技大会

開花と受粉、筋呆と摘釆．除草

生VY劉企、飢醗、スケッチ

放課後実習（栽培管理等）

農乗拭験鳩、先iu農家視察

鋼将山と艮薬、農薬の使い方

外ＩＩＪとコルク化、生育検企、観察

夏季爽召（栽培符理等）

収栖適期の目安、収梗の方法

キュアリング、収極、収ｎ脚在

放弧後英習（収栖調製等）

･カボチJrの活liIと舸理笑翻

カボチャ栽培のまとめと'二I己評価

レポート作成、データ雛理分析

放課後爽習（錨波栽培管理群）

プレゼンテーション準飼

・班ごとの成果発淡、次年皮プロジェクト

専攻班の選定、Ｗ攻班結成

・テーマ選定、次年度計画

・放課仙奥圏（汀苗管理等）

・春季典判
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２ 

1 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

２ 

２ 

４ 

８ 

４ 
￣ 

1４ 

４ 

1０ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４。、

４ 

２ 

２ 
￣ 

２ 

？』

２４ 

･農業の各分野の基礎・聴本

を筋契に体19させるための中

核的な科目であること。

.「農業科学鵡聾｣の学刊と閲

迎付けて折稗計画を作成す

る。

･学科の特色やＷ門科目の内

客に応じて、触培などについ

て災中的なＨ１峰や時ＩＨＩ制外の

in肱をさせる蝿合は、’珂砿な

目標と年１mの折沸計画を作成

することが大切である。

・柵泊を伴う爽刑や産莱､U場

での突習を行う掛合は､特に、

綿密な指導計画を作成-ｹるこ

とが９２９要である。

･火刑指導に｣iたっては、随

紋･岐値の安全慌理に配皿し、

年刊環境を整えるととい二、

楓械、薬剤などによる耶故防

止の術導を微班し、安全と衛

生に－１．分圃趣することが必要

である。
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